















1997; Pierce, 2006）, その中には商業的な成功を収めているものもある。たとえばPsychology 











実験プログラムを作成するためのソフトウェアは, これまででWindows, Mac OSといったオペレー
ション・システム（OS）を対象として開発されてきたものがほとんどであった。これまで述べてきた





抱える問題が解決されている。これに加え, 最新のPsychtoolbox （Kleiner et al., 2007）では
画面制御にOpenGLが使われるようになったことで, OS非依存の開発が可能となった（Kleiner et 
al., 2007）。Psychtoolboxは現在も公式フォーラム（http://tech.groups.yahoo.com/group/
psychtoolbox/messages/）で活発な開発が続けられている。そしてMatlab互換のソフトウェア
であるGNU Octave（以下Octave）でのPsychtoolbox動作がサポ トーされたことにより, OS, ソフ
トウェア両者において改変や金額の制約が生じない自由な実験環境が構築できるようになった。こ
れによりMatlab上でPsychtoolboxを利用するのと同様に実験用プログラムの開発が行えるように





 ・マザーボ ドー: ASUS P5Q-EM
 ・CPU: Intel Core 2 Duo E8400 (3.0GHz)
 ・メモリ: DDR2-SDRAM 8GB
 ・ビデオカ ドー: AMD RADEON HD5770 (VRAM 1GB)
2. ノー トPC(EeePC1000H-X)
・チップセット: Intel 945GSE/ICH7M






ubuntu1110-desktop-ja-remix）からisoイメー ジ（CDイメー ジ）をダウンロ ドーする方法と, Linux
関連雑誌に付録として収録されているCDを用いる方法の2種類の方法がある。公式サイトからダ
ウンロ ドーする場合, isoイメー ジのファイル名はubuntu-ja-11.10-desktop-i386.isoである。またiso













選び“...”をクリックするとisoイメー ジを指定する画面が現れるので, ダウンロ ドーしたisoイメー ジを指








Figure 1: UNetbootin の画面
(出典:http://sourceforge.net/dbimage.php?id=300347)









画面下部にAmerican Megatrends, Inc. と表示されている場合, 左右キーでBoot メニュー を選
び, 上下キーでBoot Device Priority を選びEnter キーを押す。1st Boot Device にCD-ROMを選
択しF10 を押すと設定を保存するかどうか聞かれるので, y を押すと再起動する。USBメモリから
起動したい場合, Boot Device Priority の下にあるHard Disk Drives を選びEnterキーを押すとど
のハ ドーディスクから起動するか選べるので, USB HDDがHDD よりも上になるようにしF10を押す。
Award BIOSの場合（Figure 5, 6）
画 面 上 部 にPhoenix-Award BIOS CMOS 
Setup Utilityと表示されている場合, 上下キーで
Advanced BIOS Featuresを選びEnterキーを押
すとFigure6のような画 面が現れる。First Boot 
DeviceをCD-ROM（USBメ モ リ の 場 合 はUSB 
HDD）を選びF10を押すと設定を保存するかどうか
聞かれるので, yを押すと再起動する。
Figure 4：AMI BIOS の設定画面
(出典:http://www.prime-expert.com/ebcd/getting 
started.php)
Figure 5：Award BIOS の設定画面1 
(出典:http://www.prime-expert.com/ebcd/getting_
started.php)














Ubuntuはインストー ルの際に必要なファイルを自動でダウンロ ドーしインストー ルを行う。そのため







インタ ネーットに接続できていない場合, Figure 3の画面右上のように, 上下の矢印が書かれた
アイコンをクリックし「接続を編集する」を選ぶとネットワーク接続の設定画面が現れる（Figure 8）。












インストー ルの指示に従っていると, Figure 10, 11のような画面が現れる。購入したばかりなど, 
デ ターの無いハ ドーディスクの場合Figure 10の通り「ディスクを削除してUbuntuをインストー ル」





なり削除したい場合がある。そのときはWindowsのfixmbrなど,  ブ トーレコ ドーを修復する作業を
行ったうえでUbuntuパーティションを削除しないと, 単にUbuntuのパーティションを削除するだけで
は他のOSも起動しなくなってしまうので注意する。
Figure 8：ネットワーク接続の設定1 Figure 9：ネットワーク接続の設定2











$ sudo apt-get update




























インスト ルー, Psychtoolboxのファイル取得, Octave上でのPsychtoolboxインスト ルーの順に行う。
まずGNOME端末を起動し, 
$ sudo apt-get install octave3.2 subversion

















octave:1> GratingDemoと入力し, 灰色の背景に縞模様が現れたらインストー ル成功である。


















[window, ScreenRect] = Screen(’Openwindow’, whichScreen);

































Screen(’DrawText’, window, [’”ひだり”が出たら”F”,  ”みぎ”が出たら”J”を押す。’], 330, 300, 













while keyIsDown == 0 & GetSecs<StartSecs+1.5;




























取得したキー情報が “f”であったとき, 課題要求と一致しているかどうかを判断し, 正答であれ
ばo, 誤答であればxとなる。




















ズすることがある。この画面からは,  Ctrlキーを押しながら Cキーを何回か押すことで Octaveを終
了させ抜け出せる。
終わりに
本稿では Ubuntu, Octave, Psychtoolboxによるフリーウェア実験環境の構築について
紹介した。今回紹介した構築方法は Windowsや Mac OSに比べ複雑であるが, 最近では 
Psychtoolboxの動作に絞った NeuroDebian （http://neuro.debian.net/）というプロジェクトも
発足しており, ソフトウェアの成熟によって商用ソフトウェアにとらわれない実験環境の構築がより行い
やすくなるかもしれない。 2011年12月22日現在, 公式ペ ジーにて Psychtoolboxの動作がサポ トー
されている GNU/Linuxは Ubuntuに限られているが, 公式フォー ラムにおいて Ubuntu以外での
動作報告もあり, 今後の発展が期待される。
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